
1

【
論
文
】

『
言
泉
集
』
所
引
の
平
安
中
期
願
文
資
料

後　

藤　

昭　

雄

一

中
世
に
お
け
る
代
表
的
な
唱
導
文
献
の
一
つ
で
あ
る
『
言
泉
集
』

に
は
実
作
例
と
し
て
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
至
る
願
文
、
表
白

な
ど
の
仏
教
漢
文
が
大
量
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ

う
な
作
品
で
あ
る
か
は
小
峯
和
明
編
「
言
泉
集
目
録
―
澄
憲
・
聖
覚

述
作
一
覧
（
（
（

」
に
よ
っ
て
容
易
に
概
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
を

な
す
も
の
は
澄
憲
及
び
そ
の
弟
子
で
『
言
泉
集
』
の
編
者
で
あ
る
聖

覚
（
（
（

の
作
品
で
あ
る
が
、『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
を
持
つ
大
江
匡
房

（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
の
作
を
初
め
、
平
安
朝
の
作
品
も
か
な

り
引
用
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
『
本
朝
文
粋
』
の
作
品
及
び
作
者
研
究
の
資
料
と
し
て
、

『
言
泉
集
』
に
埋
も
れ
て
い
る
『
本
朝
文
粋
』
作
者
の
願
文
を
拾
遺

し
、
若
干
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
金
沢
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖

編
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
再
版
）
に

拠
り
、
こ
れ
を
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
（「
龍
本
」）、
大
谷
大
学
図

書
館
蔵
本
（「
大
本
」）
に
よ
っ
て
補
訂
し
た
。

大
谷
大
学
本
は
諸
本
の
う
ち
で
金
沢
文
庫
本
と
は
異
な
る
作
品
を

か
な
り
収
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
別
に
し
た
。

前
記
の
目
的
に
よ
る
作
業
で
あ
る
の
で
、
既
に
他
の
『
本
朝
文

集
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）、『
大
日
本
史
料
』
な
ど
に
収
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
除
外
し
た
。
ま
た
作
品
の
表
題
が
不
明
な
も
の
も
除

外
し
た
。
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底
本
（
金
沢
文
庫
本
、
大
谷
大
学
本
と
も
）
に
は
返
点
、
傍
訓
、

送
り
仮
名
等
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
削
除
し
、
改

め
て
句
読
点
、
返
点
を
付
し
た
。
ま
た
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
文

章
の
形
を
整
え
て
示
し
た
。

金
沢
文
庫
本
の
表
題
、
作
成
年
次
、
作
者
名
は
、
原
文
で
は
本
文

の
後
に
割
書
き
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
金
沢
文
庫
本
所
収
作
品
で
あ
る
。

（
四
帖
の
一　

亡
母
帖
）

1　

右
大
将
保
忠
為
母　
　

大
江
朝
綱

須
弥
之
山
高
則
高
、
我
未
㆑
知
㆓
其
高
㆒、

大
海
之
水
深
則
深
、
我
未
㆑
知
㆓
其
深
㆒。

其
唯
悲
母
念
㆑
子
、
不
㆑
可
㆓
測
量
㆒。

彼
如
来
妙
智
、
歴
㆓
一
劫
㆒
而
不
㆑
尽
、

況
凡
夫
愚
心
、
摧
㆓
五
内
㆒
而
独
迷
而
已
。

保
忠
は
藤
原
氏
、
時
平
の
子
で
あ
る
。
正
三
位
大
納
言
右
大
将
に

至
る
。
承
平
六
年
（
九
三
六
）
七
月
、
四
十
七
歳
で
没
す
る
。
母
は

本
康
親
王
の
娘
、
廉
子
女
王
で
あ
る
が
、
没
年
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
帖
の
一　

亡
妻
帖
）

以
下
2
か
ら
8
ま
で
は
作
者
名
が
な
い
が
、
8
の
末
尾
に
「
已
上

文
芥
集
第
七
巻
略
抄
之
」
の
注
記
が
あ
り
、
菅
原
文
時
の
作
で
あ

る
。
第
二
節
に
詳
し
く
述
べ
る
。

2　

右
大
将
顕
忠
亡
室
七
々
日　
　

天
徳
二
年

形
影
永
離
、
雖
㆑
観
㆓
無
常
之
定
理
㆒、

恩
愛
難
㆑
断
、
不
㆑
堪
㆓
有
為
之
至
悲
㆒。

松
蘿
契
後
、
蘋
蘩1

之
勤
四
十
余
年
、

雲
雨
絶
時
、
霧
露
之
痛
八
九
許
日
。

方
今
、
夜
泉
長
閉
、
秋
風
初
吹
。

大
暮
応
㆑
無
㆓
再
暁
之
光
㆒、
中
陰
唯
遺
㆓
半
日
之
景
㆒。

出
家
者
在
生
之
宿
念
、
久
落
㆓
心
花
㆒、

持
戒
者
臨
終
之
深
誠
、
遂
去
㆓
頂
石
㆒。

定
応
㆑
遊
㆓
化
於
香
城
之
風
㆒、
何
復
流
㆓
転
於
沙
界
之
波
㆒。

1 

蘩　

底
本
は
「
繁
」、
龍
本
に
よ
り
改
め
る
。

顕
忠
は
藤
原
氏
、
時
平
の
子
で
、
1
の
保
忠
の
弟
。
天
徳
二
年

（
九
五
八
）
に
は
正
三
位
大
納
言
で
六
十
一
歳
で
あ
る
。
な
お
、
表
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題
に
は
「
右
大
将
」
と
あ
る
が
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
前
年
に

左
大
将
に
転
じ
て
い
る
。
妻
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脈
』
に
顕
忠

の
子
、
元
輔
に
「
母
藤
原
朝
見
女
」
と
あ
る
ほ
か
は
未
詳
で
あ
る
。

3　

同
人
周
忌

夜
帳
暁
窓
、
所
㆑
期
者
百
年
之
偕
老
、

春
風
秋
月
、
所
㆑
契
者
一
生
之
同
心
。

遺
体
及
㆓
五
六
人
㆒、
芳
談
余
㆓
四
十
歳
㆒。

五
障
者
晴
中
之
雲
、
恵
風
吹
而
咸1

払
、

六
欲
者
春
後
之
凍
、
仏
日
照
而
早
消
。

覚
月
自
然
更
明
、
心
蓮
従
㆑
此
初
擢
。

1 

咸　

底
本
は
「
減
」、
龍
本
に
よ
り
改
め
る
。

顕
忠
亡
室
の
周
忌
願
文
で
あ
る
。

4　

左
近
源
中
将
亡
室
四
十
九
日　
　

応
和
元
年

亡
室
、
以
㆓
緑
蘿
之
春
色
㆒、
早
託
㆓
孤
松
㆒、

以
㆓
玉
琴
之
夜
心
㆒、
苦
寄
㆓
幽
瑟
㆒。

相
対
所
㆑
思
者
、
一
気
分
形
之
儀
、

閑
談
所
㆑
期
者
、
百
年
偕
老
之
齢
。

嗟
呼
、
昔
時
斉
㆑
眉
之
志
、
星
霜
漸
二
十
余
、

近
日
恋
㆑
影
之
悲
、
旦
暮
已
四
十
九
。

望
㆓
残
雲
㆒
而
春
腸
頻
断
、
見
㆓
零
落
㆒
而
暁
涙
弥
滋
。

欲
㆘
仰
㆓
満
月
之
光
㆒、
以
訪
㆗
化
煙
之
跡
㆖。

五
障
之
泥
自
尽
、
八
正
之
水
永
澄
。

左
近
源
中
将
は
源
重
光
で
あ
る
。『
村
上
天
皇
御
記
（
（
（

』
応
和
元
年

（
九
六
一
）
十
一
月
四
日
条
に
「
左
中
将
重
光
朝
臣
」
と
見
え
る
。

重
光
は
醍
醐
源
氏
で
代
明
親
王
の
子
。
こ
の
年
、
三
十
九
歳
で
あ

る
。
妻
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脈
』
に
重
光
の
子
、
長
経
に
「
母

行
明
親
王
女
」
と
あ
る
ほ
か
は
未
詳
で
あ
る
。

本
文
の
後
に
次
の
注
記
が
あ
る
。

孤
松
幽
瑟
者
願
文
故
也
。若
表
白
用
㆑
之
者
、可
㆑
云
㆓
翠
松
瑤
瑟
㆒。

本
文
冒
頭
の
対
句
の
「
孤
松
・
幽
瑟
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
願
文
と

し
て
の
用
語
で
あ
り
、
表
白
で
あ
れ
ば
「
翠
松
・
瑤
瑟
」
の
語
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。同
じ
く
仏
事
に
用
い
る
文
章
で
あ
る
が
、

願
文
と
表
白
と
で
は
措
辞
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

5　

左
少
将
源
朝
臣　
　

応
和
四
年
三
月
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室
家
源
氏
、
音
和
㆓
琴
瑟
㆒、
契
芳
㆓
芝
蘭
㆒。

同
心
之
好
、
星
霜
二
十
有
三
、

遺
体
之
孤
、
男
女
一
十
余
二
。

去
月
八
日
、
免
乳
之
間
、
艶
骨
長
逝
、
幽
蹤
不
㆑
帰
。

故
園
恨
㆑
花
、
何
非
㆓
失
㆑
時
之
色
㆒、

閑
林
憐
㆑
鳥
、
猶
是
喚
㆑
友
之
声
。

表
題
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
本
文
の
内
容
か
ら
「
亡
室
四
十
九

（
七
々
）日
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
左
少
将
は
源
能
正

と
考
え
ら
れ
る
。『
村
上
天
皇
御
記
』
の
応
和
二
年
（
九
六
二
）
十

一
月
五
日
条
に
「
春
日
使
左
少
将
能
正
」
と
見
え
る
。
能
正
は
清
和

源
氏
で
、
正
四
位
下
参
議
兼
忠
の
子
で
あ
る
。
妻
に
つ
い
て
は
未
詳

で
あ
る
。6　

左
大
臣
皇
太
子
傅
為
亡
室　
　

応
和
四
年
五
月

藤
原
氏
、
契
成
之
後
、
漸
三
十
年
。

松
風
扇
㆑
蘿
而
夏
涼
、
蘿
月
照
㆑
松
而（
春
静
。

未
㆓
嘗
一
言
忤
㆑
旨
一
事
失㆒㆑
情
者
也
。

蕙
態
忽
犯
㆓
於
苦
霧
之
陰
㆒、
柳
影
弥
衰
㆓
於
緩
風
之
気
㆒。

剃
㆓
周
羅
㆒
以
抛
㆓
花
飾
之
簪
㆒、
釈
㆓
斉
紈
㆒
以
披
㆓
解
脱
之
服
㆒。

非
㆔
敢
乞
㆓
斯
項
之
命
㆒、
唯
是
遂
㆓
宿
素
之
懐
㆒
也
。

1 

而
春　

底
本
は
「
春
而
」、
龍
本
に
よ
り
改
め
る
。

左
大
臣
皇
太
子
傅
は
藤
原
実
頼
で
あ
る
。
亡
室
は
藤
原
時
平
の

娘
、
能
子
で
『
日
本
紀
略
』
康
保
元
年
（
応
和
四
年
、
九
六
四
）
四

月
十
一
日
条
に
「
左
大
臣
室
家
藤
原
能
子
卒
去
」
と
あ
り
、
ま
た
同

五
月
二
十
六
日
条
に
「
左
大
臣
於
㆓
法
性
寺
㆒
被
㆑
修
㆓
故
室
家
藤
原

能
子
七
々
法
事
㆒
」
と
あ
る
。

7　

安
芸
権
守
三
善
朝
臣
為
亡
室　
　

康
保
五
年

糸
蘿
一
結
、
星
風
四
悛
。

所
㆑
思
何
義
、
一
気
之
分
形
、

所
㆑
契
何
懐
、
百
年
之
偕
老
。

粧
雲
易
㆑
滅
、
重
々
之
恨
未
㆑
休
、

涙
露
徒
滋
、
七
々
之
忌
暗
近
。

欲
㆘
仰
㆓
満
月
之
秋
光
㆒、
以
訪
㆗
随
煙
之
昔
跡
㆖。

安
芸
権
守
三
善
朝
臣
は
三
善
道
統
で
あ
る
。
康
保
五
年
（
九
六

八
）
の
翌
年
、
安
和
二
年
三
月
に
大
納
言
藤
原
在
衡
が
粟
田
山
荘
で
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催
し
た
尚
歯
会
の
詩
を
ま
と
め
た
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』（「
群
書

類
従
」
巻
一
三
四
）
に
道
統
の
詩
が
収
載
さ
れ
、「
安
芸
権
守
三
善

道
統
」
と
あ
る
。
そ
の
妻
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
作
も
本

文
中
に
「
七
々
之
忌
」
と
あ
り
、
四
十
九
日
の
願
文
で
あ
る
。

8　

前
摂
津
守
橘
朝
臣
為
亡
室　
　

天
禄
二
年

花
便
折
㆓
故
園
之
露
㆒、
香
亦
採
㆓
旧
奩
之
塵
㆒。

供
具
雖
㆑
微
、
精
誠
是
至
。

前
摂
津
守
橘
朝
臣
は
橘
仲
遠
と
考
え
ら
れ
る
。
天
禄
二
年
（
九
七

一
）
よ
り
六
年
前
の
康
保
二
年
の
頃
、
彼
は
摂
津
守
で
あ
っ
た
。

『
釈
日
本
紀
』
巻
一
、
日
本
紀
講
書
の
項
に
、
康
保
二
年
八
月
十
三

日
に
行
わ
れ
た
講
書
に
つ
い
て
「
博
士
、
摂
津
守
橘
朝
臣
仲
遠
」
と

あ
る
。
そ
の
妻
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

前
引
の
句
の
後
に
「
已
上
文
芥
集
第
七
巻
略
抄
之
」
と
い
う
割
書

き
注
が
あ
る
。

9　

中
務
卿
式
明
親
王
為
亡
室　
　

天
暦
九
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　

菅
三
品

1
緑
蘿
与
㆓
青
松
㆒
接
㆑
蔭
、
瑤
瑟
与
㆓
玉
琴
㆒
和
㆑
音
。

2
豈
図
一
夕
奔
㆑
月
、
西
園
之
風
半
閑
、

3　
　

九
地
赴
㆑
泉
、
北
芒
之
土
新
潤
。

4
嗟
呼
、
契
来
已
三
十
余
年
、
別
後
漸
四
十
九
日
。

5
昔
時
媚
粧
、
猶
㆑
如
㆑
在
㆑
眼
、

6
多
歳
芳
談1

、
曽
未
㆑
忘
㆑
心
。

7
寒
涙
暗
灑
㆓
暁
枕
之
上
㆒、
幽
魂
難
㆑
弔
㆓
夜
台2

之
中
㆒。

8
縦
引
㆓
余
執
㆒、
可
㆔
再
見
㆓
娑
婆
之
塵
㆒、

9
願
依
㆓
妙
功3
㆒、
不
㆔
更
踏
㆓
煩
悩
之
浪
㆒。

本
作
は
金
沢
文
庫
本
（
金
本
）、
龍
本
、
大
本
の
三
本
を
合
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

表
題
及
び
年
月
は
龍
本
に
よ
る
。
大
本
は
「
式
明
親
王
亡
室
藤
原

氏
四
十
九
日
」
と
あ
り
、
金
本
は
欠
く
。

作
者
は
大
本
に
よ
る
。
菅
三
品
は
菅
原
文
時
。

本
文
は
金
本
に
よ
る
。
大
本
は
4
行
目
よ
り
始
ま
り
、
7
行
目
に

続
く
本
文
は
「
欲
㆘
傾
㆓
我
三
帰
依
之
力
㆒、
以
転
㆗
彼
五
障
礙
之
身
㆖。」

で
あ
る
。

校
異　

1 

談
、
大
本
は
「
話
」。
2 

台
之
、
金
本
は
「
之
台
」、

龍
本
・
大
本
に
よ
り
改
め
る
。
3 

功
、
龍
本
は
「
典
」。
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式
明
親
王
は
醍
醐
天
皇
の
第
六
皇
子
。
そ
の
妻
藤
原
氏
に
つ
い
て

は
未
詳
。『
尊
卑
分
脈
』
に
藤
原
玄
上
の
娘
に
「
式
明
親
王
室
」
の

注
記
が
あ
る
が
、
続
け
て
「
後
配
㆓
敦
忠
卿
㆒
」
と
あ
る
の
で
、
こ

の
人
物
で
は
な
い
。

（
四
帖
の
三　

亡
息
帖
）

10　

延
喜
春
宮
周1

忌　
　

大
江
朝
綱

為
㆑
母
為
㆑
子
之
契
、
寔
知
㆓
往
劫
之
縁
㆒、

乃
顕
乃
隠
之
道
、
猶
悲
㆓
当
時
之
迹
㆒。

恨
㆑
世
無
㆑
常
、
厭
㆑
身
不
㆑
祐
。

1 

周　

底
本
は
「
国
」、
龍
本
に
よ
り
改
め
る
。

延
喜
春
宮
は
保
明
親
王
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
、
延
喜
四

年
（
九
〇
四
）
皇
太
子
と
な
る
が
、
延
長
元
年
（
九
二
三
）
三
月
二

十
一
日
、
二
十
一
歳
で
没
す
る
。
本
作
は
「
亡
息
帖
」
に
あ
り
、
本

文
に
「
母
為た

り
子
為
る
の
契
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
明
の
母
、

藤
原
穏
子
（
基
経
の
娘
）
に
よ
る
亡
息
追
善
願
文
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
は
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
「
追
善
諷
誦
要
句
等
」
に
引
く

作
品
で
あ
る（（
（

。

11　

敦
慶
親
王
亡
室
均
子
内
親
王
中
陰　
　

紀
納
言

百
年
本
契
、
惣
是
夢
中
之
欺
〔
嘆
〕、

孤
心
旧
期
、
莫
㆑
不
㆓
別
後
之
悔
㆒。

1
行
目
の
傍
記
は
私
意
に
よ
る
。

敦
慶
親
王
は
宇
多
天
皇
の
皇
子
で
、
母
は
藤
原
高
藤
の
娘
、
胤
子

で
あ
る
。
均
子
も
宇
多
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
が
、
母
に
つ
い
て
『
本

朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
胤
子
と
し
、
同
母
妹
と
な
る
が
、『
尊
卑
分
脈
』

は
藤
原
基
経
の
娘
、
温
子
と
し
、
異
母
妹
と
な
る
。
そ
の
死
に
つ
い

て
は
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
二
月
二
十
五
日
条
に

「
均
子
内
親
王
薨
〈
敦
慶
親
王
室
。
年
二
十
一
〉」
と
あ
り
、『
貞
信

公
記
抄
』
同
四
月
十
一
日
条
に
「
参
㆓
向
極
楽
寺
㆒。
由
㆓
如
〔
女
〕一

宮
御

態
㆒
也
」
と
あ
る
。

作
者
の
紀
納
言
は
紀
長
谷
雄
（
八
四
五
〜
九
一
二
）
で
あ
る
。

12　
��

同
人（
敦
慶
親
王
）亡
室
藤
原
氏
追周
善忌　

藤
原
博
文
朝
臣

鴛
鴦
接
㆑
翼
、
飛
栖
不
㆑
隔
㆓
咫
尺
之
天
㆒、
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桃
李
並
㆑
枝
、
栄
悴
得
㆑
共
㆓
暖
寒
之
日
㆒。
○

糸
断
而
桐
存
、
寧
吐
㆓
音
顔
（
マ
マ
）㆒、

匣
毀
而
鏡
残
、
何
免
㆓
埃
塵
㆒。

2
行
目
下
の
「
○
」
は
原
文
の
ま
ま
で
、
中
略
を
表
す
。

亡
室
藤
原
氏
は
未
詳
。
作
者
の
藤
原
博
文
（
？
〜
九
二
九
）
は
北

家
内
麻
呂
流
、
貞
幹
の
子
。
対
策
及
第
の
後
、
官
途
に
就
き
、
大
内

記
、
東
宮
学
士
、
文
章
博
士
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
扶
桑
集
』、『
本

朝
文
粋
』
等
に
詩
文
が
入
集
す
る
。

13　

代
明
親
王
亡
室
藤
原
氏
四
十
九
日　
　

江
納
言

1
亡
室
藤
原
氏
、
自
㆓
従
鳳
兆
告
㆑
吉
、
兔
糸
結㆒㆑
縁
、

経
㆓
廻
春
秋
十
有
五
載
㆒、
産
㆓
息
男
女
七
八
許
人
㆒。

常
謂
不
㆑
改
㆓
同
心
於
紅
顔
之
日
㆒、
将
㆑
期
㆓
偕
老
於
白
首
之
秋
㆒。

豈
図
去
三
月
十
八
日
、
□
事
永
絶
、
奄
然
殞
落
。

5
夫
生
是
滅
本
□
、
誰
家
□
㆓
能
故
之
人
㆒、

楽
即
苦
因
也
、
何
処
見
㆓
長
新
之
輩
㆒。

東
岱
嶽
脚
、
北
芒
山
頭
、
貴
賤
之
魂
倶
遊
、
新
旧
之
墓
相
列
。

何
言
㆔
老
少
唯
有
㆓
前
後
㆒
而
已
。

抑
空
閨
有
㆓
遺
□
㆒、
篋
中
有
㆓
春
秋
衣
㆒、

10
是
則
平
昔
之
服
、
当
時
無
㆑
主
者
也
。

嗟
呼
、
其
物
存
其
人
亡
。
空
催
㆓
堕
涙
㆒、
無
㆑
益
㆓
逝
者
㆒。

故
命
捧
、
将
㆔
長
捨
㆓
仏
海
㆒。

然
久
触
㆓
塵
垢（
之
）身
㆒、
已
非
㆓
浄
潔
之
物
㆒。

上
慚
㆓
㆔
宝
之
境
界
㆒、
下
愧
㆓
衆
会
之
見
聞
㆒。

15
欲
㆑
罷
不
㆑
能
、
唯
誠
是
企
。

願
廻
㆓
蘭
室
綺
羅
之
装
㆒、
弥
増
㆓
蓮
台
瓔
珞
之
飾
㆒。

本
文
に
乱
れ
が
目
に
付
く
。
4
・
5
・
9
行
目
の
「
□
」、
13
行

目
の
「
之
」
は
私
意
に
よ
り
補
っ
た
。
12
行
目
の
「
故
命
捧
」
は
下

の
「
将
長
捨
仏
海
」
と
対
句
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う

補
え
ば
い
い
の
か
、
手
立
て
が
な
い
。
ま
た
誤
写
か
と
疑
わ
れ
る
箇

所
も
あ
る
。

代
明
親
王
は
醍
醐
天
皇
の
第
三
皇
子
で
、
9
の
式
明
親
王
の
兄
で

あ
る
。
亡
室
は
藤
原
定
方
の
娘
で
、
源
重
光
・
延
光
・
保
光
、
荘
子

女
王
（
村
上
天
皇
女
御
、
具
平
親
王
母
）
を
生
む
。『
日
本
紀
略
』

承
平
六
年
（
九
三
六
）
三
月
十
八
日
条
に
「
中
務
卿
代
明
親
王
室
家

藤
原
氏
薨
」
と
あ
る
。

作
者
の
江
納
言
は
大
江
維
時
（
八
八
八
〜
九
六
三
）
で
あ
る
。



8

14　
��

同
人（
九
条
右
丞
相
）亡
室
雅
子
内
親
王
中
陰�

�

　
　
　
　
　
　
　

後
江
相
公

縁
尽
必
空
、
雖
㆑
知
㆓
依
然
之
常
理
㆒、

契
遺
尚
在
、
難
㆑
忍
㆓
碓
〔
確
〕乎

之
宿
懐
㆒。

「
同
人
」
は
前
作
（
（
（

の
表
題
「
九
条
右
丞
相
亡
室
勤
子
内
親
王
」
を

承
け
て
藤
原
師
輔
で
あ
る
。
雅
子
内
親
王
は
醍
醐
天
皇
の
皇
女
で
、

高
光
・
為
光
・
尋
禅
（
天
台
座
主
と
な
る
）
を
生
む
。
天
暦
八
年

（
九
五
四
）
八
月
二
十
九
日
に
没
す
る
（『
一
代
要
記
』）。

作
者
の
後
江
相
公
は
大
江
朝
綱
（
八
八
六
〜
九
五
七
）
で
あ
る
。

15　

大
〔
中
〕納
言
朝
忠
卿
先
妣
四
十
九
日　
　

後
江
相
公

1
弟
子
等
、
或
兄
或
弟
、
姉
云
妹
云
。

晨
定
昏
省
、
共
遊
㆓
慈
悲
之
海
中
㆒、

花
開
葉
飄
、
同
休
㆓
恩
徳
之
山
上
㆒。

漸
迨
㆓
鬢
辺
欺
㆑
霜
之
齢
㆒、

5
不
㆑
改
㆓
胸
中
分
㆑
泉
之
慈
㆒。

尋
㆑
古
思
㆑
今
、
難
㆑
忘
者
、

有
㆔
承
平
昔
日
、
泣
別
㆓
厳
蔭
於
勧
修
之
苔
□
㆒、

迄
㆓
天
暦
去
年
㆒、
□
担
㆓
仙
輿
於
醍
醐
之
柏
城
㆒。

至
㆓
于
今
秋
㆒、
重
丁
㆓
此
痛
㆒。

10
恋
㆑
主
之
襟
、
双
袖
猶
湿
、

思
㆑
親
之
歎
、
五
内
共
燋
。

夜
涙
流
㆓
三
度
之
憂
㆒、
秋
悲
已
作
㆓
一
家
之
恨
㆒。

本
文
に
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
表
題
の
「
大
納
言
」
は
「
中
」

が
正
し
い
。
7
・
8
行
目
の
□
は
私
意
に
よ
り
補
っ
た
。
7
行
目
の

「
厳
蔭
」
は
誤
り
で
、
父
を
表
す
「
厳
君
」、「
厳
親
」
な
ど
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
（
後
述
）。

表
題
の
「
先
妣
」
は
亡
母
を
い
う
。
朝
忠
は
藤
原
定
方
の
子
で
、

母
は
藤
原
山
蔭
の
娘
で
あ
る
。
朝
忠
は
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
没

し
た
が
、
時
に
従
三
位
中
納
言
で
あ
っ
た
。
7
行
目
は
承
平
二
年

（
九
三
二
）
八
月
四
日
に
没
し
た
定
方
を
勧
修
寺
に
葬
っ
た
こ
と
を

い
う
。
し
た
が
っ
て
「
厳
□
」
は
父
親
を
意
味
す
る
語
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
母
が
い
つ
亡
く
な
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
8
行
目

が
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
八
月
二
十
日
に
朱
雀
院
が
醍
醐
山
陵
に
葬

ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
、
作
者
大
江
朝
綱
が

没
し
た
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
秋
で
あ
る
。
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16　

穆
子
内
親
王
周
忌　
　

紀
納
言

右
内
親
王
、
去
年
十
一
月
日
、
蕙
質
頓
悴
、
蘭
寝
長
遷
。

百
年
佳
期
、
相
㆓
違
於
思
慮
之
外
㆒、

一
周
忌
景
、
忽
至
㆓
於
哭
泣
之
中
㆒。

仍
今
、
於
㆓
天
台
雲
峯
、
円
教
霊
窟
㆒、
設
㆓
千
僧
之
供
㆒、
展
㆓
一

講
之
筵
㆒。

唯
願
法
雨
随
㆑
心
、
洗
㆓
色
欲
之
垢
㆒、

梵
風
応
㆑
念
、
開
㆓
出
離
之
門
㆒。

此
生
永
別
㆓
有
為
之
主
㆒、
何
処
再
尋
㆓
無
上
之
君
㆒。
敬
白
。

穆
子
内
親
王
は
光
孝
天
皇
の
皇
女
で
、
母
は
桓
武
系
の
参
議
正
躬

王
の
娘
で
あ
る
。
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
に
賀
茂
斎
院
に
卜
定
さ

れ
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
光
孝
天
皇
が
崩
じ
た
こ
と
に
伴
い
退
下

し
た
。『
日
本
紀
略
』
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
十
二
月
五
日
条
に

「
穆
子
内
親
王
薨
」
と
あ
る
。

17　

右
大
弁
源
相
職
朝
臣
先
妣
四
十
九
日　
　

菅
原
淳
茂

鸞
鏡
塵
埋
、
見
㆓
玉
顔
於
何
日
㆒。

鳳
竹
露
煖
、
抽
㆓
紫
笋
於
誰
人
㆒。

至
㆑
尽
㆓
形
寿
㆒、
此
恨
無
㆑
絶
。

源
相
職
は
文
徳
源
氏
で
、
従
三
位
中
納
言
当
時
の
子
で
あ
る
。

『
尊
卑
分
脈
』
に
「
従
四
位
下
右
大
弁
。
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
四

月
九
日
卒
」
と
あ
る
。
そ
の
母
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

作
者
菅
原
淳
茂
は
道
真
の
子
で
あ
る
。
対
策
及
第
し
、
大
学
頭
、

右
中
弁
、
文
章
博
士
な
ど
を
歴
任
し
、
延
長
四
年
（
九
二
六
）
没
す

る
。『
扶
桑
集
』、『
本
朝
文
粋
』
ほ
か
に
詩
文
が
残
る
。

二

前
節
の
作
業
、
ま
た
そ
の
結
果
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
る
。

ま
ず
2
〜
8
の
出
典
の『
文
芥
集
』に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
書
は
菅
原
文
時
（
八
九
九
〜
九
八
一
）
の
詩
文
集
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
『
江
談
抄
』
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
巻
五
―

49
「
本
朝
の
詩
は
文
時
の
体
を
習
ふ
べ
き
事
」
に
、

本
朝
の
集
の
中
に
は
、
詩
に
お
い
て
は
文
時
の
体
を
習
ふ
べ
き

な
り
と
云
々
。
文
時
も
「
文
章
を
好
ま
む
者
は
我
が
草
を
見
る

べ
し
」
と
云
々
。（
中
略
）
ま
た
六
条
宮
、
保
胤
に
「
詩
は
い

か
が
作
る
べ
き
」
と
あ
り
け
る
も
、「
文
芥
集
を
保
胤
に
問
は

し
め
給
へ
」
と
ぞ
云
ひ
け
る
。

（
（
（
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と
あ
る
。
六
条
宮
は
具
平
親
王
、
保
胤
は
慶よ
し

滋し
げ
の

保や
す

胤た
ね

で
、
具
平
の

学
問
の
師
で
あ
る
。

ま
た
藤
原
通
憲
の
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』（
一
一
五
櫃
）に
「
文

芥
集
一
結
十
巻
、
同
集
一
結
六
巻
、
同
集
一
結
七
巻
」
と
見
え
る
。

こ
の
『
文
芥
集
』
か
ら
金
沢
文
庫
本
は
抄
出
、
採
録
し
て
い
る
。

そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
8
の
本
文
の
後
に
「
已
上
文
芥
集
第
七
巻
略

抄
之
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、「
已
上
」

が
ど
こ
ま
で
懸
か
る
か
は
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
考
え

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
め
て
金
沢
文
庫
本
の
2
〜
8
及
び
そ
の
前
の
作
の
、
注
記
と
し

て
記
さ
れ
た
表
題
、
作
成
年
次
を
挙
げ
る
。

已
上
先
師
法
印
草

前
大
相
国
為
亡
室
臨
時
修
善

2　

右
大
将
顕
忠
亡
室
七
々
日　
　

天
徳
二
年
（
九
五
八
）

3　

同
人
周
忌

4　

左
近
源
中
将
亡
室
四
十
九
日　

応
和
元
年
（
九
六
一
）

5　

左
少
将
源
朝
臣　
　
　
　
　
　

応
和
四
年
（
九
六
四
）
三
月

6　

左
大
臣
皇
太
子
傅
為
亡
室　
　

応
和
四
年
五
月

7　

安
芸
権
守
三
善
朝
臣
為
亡
室　

康
保
五
年
（
九
六
八
）

8　

前
摂
津
守
橘
朝
臣
為
亡
室　
　

天
禄
二
年
（
九
七
一
）

第
1
行
の
「
先
師
法
印
」
は
聖
覚
の
師
の
澄
憲
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
こ
こ
ま
で
は
澄
憲
作
の
亡
室
願
文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
に

過
去
の
作
品
を
置
く
が
、
そ
の
最
初
の
作
に
は
作
成
年
次
の
記
載
が

な
い
、
そ
れ
に
対
し
て
2
以
下
に
は
作
成
時
が
記
さ
れ
、
そ
の
配
列

は
年
次
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
以
っ
て
、
2
か
ら
8
ま

で
を
『
文
芥
集
』
か
ら
の
抄
出
と
判
断
し
た
。

こ
の
『
言
泉
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
『
文
芥
集
』
の
佚

文
と
し
て
は
唯
一
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。

『
文
芥
集
』
巻
七
に
は
願
文
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
前
引
の
『
江

談
抄
』
の
記
述
は
詩
作
は
『
文
芥
集
』
に
学
べ
と
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
『
文
芥
集
』
は
詩
文
集
で
あ
っ
た
。

ま
た
文
体
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
願
文
は
作
成
年
次
の
順
に
配
列

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
文
時
の
祖
父
、
道
真

の
『
菅
家
文
草
』
で
あ
る
。
願
文
は
そ
の
巻
十
一
・
十
二
に
三
三
首

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
「
為
㆓
刑
部
福
主
㆒
四
十
賀
願
文
」

に
は
編
纂
時
に
付
さ
れ
た
「
貞
観
元
年
作
㆑
之
。
願
文
之
始
。
仍

存
㆓
之
巻
首
㆒
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
以
下
、
月
日
ま
で
明
記
し

て
作
成
時
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る（（
（

。
文
時
は
こ
れ
に
倣
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
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前
節
に
採
録
し
た
一
七
首
を
考
証
の
結
果
を
踏
ま
え
整
理
し
て
示

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1　

藤
原
保
忠
亡
母　

大
江
朝
綱

2　

��

藤
原
顕
忠
亡
室
四
十
九
日　
　

天
徳
二
年
（
九
五
八
）　

菅

原
文
時

3　

藤
原
顕
忠
亡
室
周
忌　

菅
原
文
時

4　

��

源
重
光
亡
室
四
十
九
日　
　

応
和
元
年（
九
六
一
）　

菅
原
文

時

5　

��

源
能
正
亡
室
四
十
九
日　
　

応
和
四
年
（
九
六
四
）
三
月　

菅
原
文
時

6　

��

藤
原
実
頼
亡
室
（
藤
原
能
子
）
四
十
九
日　
　

応
和
四
年
五

月　

菅
原
文
時

7　

��

三
善
道
統
亡
室
四
十
九
日　
　

康
保
五
年
（
九
六
八
）　

菅
原

文
時

8　

橘
仲
遠
亡
室　
　

天
禄
二
年
（
九
七
一
）　

菅
原
文
時

9　

��

式
明
親
王
亡
室
四
十
九
日　
　

天
暦
九
年
（
九
五
五
）
十
二

月　

菅
原
文
時

10　

藤
原
穏
子
亡
息
（
保
明
親
王
）
周
忌　

大
江
朝
綱

11　

��

敦
慶
親
王
亡
室
均
子
内
親
王
四
十
九
日　
　

延
喜
十
年
（
九

一
〇
）　

紀
長
谷
雄

12　

敦
慶
親
王
亡
室
藤
原
氏
周
忌　

藤
原
博
文

13　

��

代
明
親
王
亡
室
藤
原
氏
（
定
方
娘
）
四
十
九
日　
　

承
平
六

年（
九
三
六
）　

大
江
維
時

14　

��

藤
原
師
輔
亡
室
雅
子
内
親
王
四
十
九
日　
　

天
暦
八
年
（
九

五
四
）　

大
江
朝
綱

15　

藤
原
朝
忠
亡
母
（
藤
原
山
蔭
娘
）
四
十
九
日　

大
江
朝
綱

16　

��

穆
子
内
親
王
周
忌　
　

延
喜
四
年
（
九
〇
四
）　

紀
長
谷
雄

17　

源
相
職
亡
母
四
十
九
日　

菅
原
淳
茂

第
一
節
の
前
書
き
に
述
べ
た
条
件
の
も
と
で
、
以
上
の
一
七
首
を
拾

い
出
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
迫
善
願
文
で
あ
る
。

わ
ず
か
数
行
の
断
片
も
あ
る
が
、
2
、
4
、
9
、
13
、
15
、
16
な

ど
、
あ
る
程
度
の
分
量
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
16
の
穆
子
内
親
王
周

忌
願
文
は
「
右
」
で
始
ま
り
、「
敬
白
」
で
結
ば
れ
て
い
て
、
小
篇

で
あ
る
が
、
一
首
の
形
を
保
っ
て
い
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
な

お
、
こ
の
作
は
願
主
が
不
明
で
、
本
文
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

内
容
は
、
亡
室
の
た
め
の
作
が
一
二
首
で
多
く
を
占
め
て
い
る
。

あ
と
は
亡
母
の
た
め
の
作
三
首
（
1
、
15
、
17
）、
亡
息
の
た
め
の

作
一
首（
10
）で
あ
る
。こ
の
こ
と
に
関
し
て
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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先
に
『
文
芥
集
』
か
ら
の
引
用
作
を
認
定
す
る
た
め
に
2
〜
8
の

表
題
を
示
し
た
が
、
そ
の
後
に
以
下
の
作
品
が
続
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
作
者
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
そ
れ
ら
の
本
文
を
採
録
す

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
表
題
及
び
作
成
年
次
を
挙

げ
て
お
こ
う
。

ア　

文
章
生
紀
仲
行
為
亡
室　
　

天
暦
十
年
二
月
十
日

イ　

右
近
中
将
源
重
信
為
亡
室
七
々
日

ウ　

同
周
忌　
　

天
暦
八
年

エ　

参
議
雅
信
為
亡
室　
　

天
暦
八
年
八
月

オ　

左
近
少
将
伊
尹
為
亡
室　
　

天
暦
九
年
正
月

カ　

参
議
雅
信
亡
室
大
周
忌
法
事　
　

天
暦
九
年

天
暦
八
年
（
九
五
四
）
か
ら
十
年
に
至
る
作
で
、
2
〜
8
に
先
立

つ
時
期
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
亡
室
の
た
め
の
願
文
で
あ
る
。
さ

ら
に
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
「
中
務
卿
親
王
家
室
四
十
九
日
願
文
」

（
巻
一
四
）
の
抄
出
を
間
に
置
い
て
、
慶
滋
保
胤
の
作
二
首
の
抄
出

が
続
く
。
こ
れ
ら
は
表
題
が
不
明
で
あ
る
が
、
引
用
文
の
内
容
か

ら
、
同
じ
く
亡
室
願
文
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
も
の
は
四
帖
の
二
に
亡
父
の
た
め
の
作
が
四
首
、

四
帖
の
三
に
亡
息
、
亡
息
女
の
た
め
の
作
が
三
首
あ
る
。

全
体
と
し
て
、
初
め
に
述
べ
た『
本
朝
文
粋
』の
作
品
及
び
作
者
を

考
え
る
た
め
の
資
料
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、『
言
泉
集
』に
は
亡

室
追
善
願
文
が
多
く
抄
出
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
七
首
の
作
者
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

菅
原
文
時　

2
〜
9

大
江
朝
綱　

1
、
10
、
14
、
15

紀
長
谷
雄　

11
、
16

大
江
維
時　

13

藤
原
博
文　

12

菅
原
淳
茂　

17

菅
原
・
大
江
両
家
の
そ
れ
ぞ
れ
二
人
と
紀
長
谷
雄
以
外
は
藤
原
博

文
の
み
で
あ
る
が
、
博
文
も
前
述
の
よ
う
に
対
策
及
第
を
経
て
官
途

に
就
き
、
大
内
記
、
東
宮
学
士
、
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
、
方
略
試

の
問
頭
博
士
も
務
め
て
い
る
有
力
な
儒
家
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
人

た
ち
が
願
文
を
作
成
し
て
い
る
。

7
「
三
善
道
統
亡
室
四
十
九
日
願
文
」
は
菅
原
文
時
の
作
で
あ
る

が
、
願
主
で
あ
る
三
善
道
統
は
自
ら
亡
妻
の
た
め
に
願
文
を
執
筆
す

る
充
分
な
能
力
を
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
天
徳
元
年
、
文
章

得
業
生
と
な
り
、
応
和
二
年
対
策
に
及
第
す
る
。
翌
三
年
に
は
大
学

寮
の
先
輩
後
輩
を
自
宅
に
集
え
て
詩
合
（「
善
秀
才
宅
詩
合
」）
を
主

宰
し
て
い
る
。
式
部
丞
、
大
学
頭
、
民
部
大
輔
な
ど
を
経
て
、
永
延
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元
年
に
は
文
章
博
士
と
な
る
。
そ
の
文
章
作
成
の
能
力
を
よ
く
示
す

も
の
は
『
本
朝
文
粋
』
に
入
集
す
る
「
空
也
上
人
の
為
の
大
般
若
経

を
書
写
供
養
す
る
願
文
」（
巻
一
三
）
で
あ
る
。
念
仏
聖ひ

じ
りと
し
て
知

ら
れ
る
空
也
が
長
年
に
及
ん
だ
『
大
般
若
経
』
書
写
の
完
了
を
喜

び
、
こ
れ
を
供
養
す
る
法
会
の
た
め
に
代
作
し
た
願
文
で
あ
る
が
、

分
量
も
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
一
頁
ほ
ど
で
、
他
に
比
べ
て
遜

色
な
く
、
内
容
に
お
い
て
も
道
統
の
文
章
能
力
を
十
分
に
推
し
量
る

こ
と
の
で
き
る
作
品
で
あ
る（（
（

。

こ
の
よ
う
に
他
者
の
た
め
に
は
願
文
を
書
い
て
い
る
道
統
が
な
ぜ

亡
妻
の
た
め
に
自
ら
筆
を
執
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ほ

ど
願
文
は
他
に
依
頼
す
る
も
の
と
い
う
規
範
が
強
か
っ
た
の
か
。
し

か
し
自
作
（
術
語
と
し
て
は
「
自
草
」）
の
例
は
あ
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
『
本
朝
文
粋
』
に
入
る
大
江
朝
綱
の
「
亡
息
澄
明
の
為
の
四

十
九
日
の
願
文
」（
巻
一
四
）
は
自
身
の
愛
息
の
早
過
ぎ
る
死
を
悼

む
も
の
で
あ
る（（
（

。
ま
た
亡
妻
の
た
め
の
自
作
も
、
時
代
は
か
な
り
下

る
が
、
院
政
期
の
大
江
匡
房
の
「
亡
室
の
為
の
四
十
九
日
の
願
文
」、

「
同
人
の
亡
室
の
為
の
作
善
願
文
」
の
二
首
が
『
江
都
督
納
言
願
文

集
』
巻
六
の
巻
首
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

三

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
『
言
泉
集
』
に
は
亡
室
追
善
願
文
が
多
く

抄
出
さ
れ
遺
存
し
て
い
る
。
第
一
節
に
本
文
を
採
録
し
た
一
二
首
と

作
者
未
詳
で
表
題
の
み
を
第
二
節
に
掲
げ
た
六
首
で
あ
る
。
作
成
年

次
は
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
か
ら
天
禄
二
年
（
九
七
一
）
に
至
る
。

『
本
朝
文
粋
』
に
収
め
る
亡
室
願
文
は
「
中
務
卿
親
王（
重
明
）の
家

室
の
為
の
四
十
九
日
の
願
文
」（
大
江
朝
綱
）
が
唯
一
の
作
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
抄
出
と
は
い
え
、
一
八
首
の
作
が
残
る
こ

と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
亡
室
願
文
と
し
て
の
表
現
、
発

想
な
ど
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
特
徴
的
な
語
句
で
あ
る
。

偕
老　

周
知
の
語
で
あ
る
が
、『
詩
経
』
邶は

い

風
、
撃
鼓
の
「
子し

の
手

を
執
り
、
子
と
偕と

も

に
老
い
ん
」
に
出
る
。
3（（1
（

、
4
、
7
、
13
、
イ
に

見
え
る
が
、
3
、
4
、
7
は
「
百
年
」
と
共
に
用
い
る
。
百
年
は
人

の
一
生
を
意
味
す
る
。

3　

夜
帳
暁
窓
、
期
す
る
所
は
百
年
の
偕
老
な
り
。

は
一
例
で
あ
る
。
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松
蘿　

松
と
こ
れ
に
か
ら
ま
る
つ
た
ヽ
ヽ
。
夫
婦
の
親
密
さ
を
た
と
え

る
。『
詩
経
』
小
雅
、
頍き

弁べ
ん

に
「
蔦つ
た

と
女
蘿
と
松
上
に
施し

く
」
と
あ

る
。
2
、
4
、
6
、
9
、
オ
、
カ
に
見
え
る
。

4　

亡
室
は
緑
蘿
の
春
色
を
以
て
、
早
く
孤
松
に
託
す
。

カ　

��

室
家
源
氏
、
去
歳
傾
逝
せ
り
。
蘿
色
已す
で

に
去
り
て
、
松
身
独

り
留
ま
る
。

琴
瑟　
「
琴
瑟
相
和
す
」
と
し
て
今
も
用
い
ら
れ
る
。
4
、
5
、
9

に
見
え
る
。

5　

家
室
源
氏
、
音
は
琴
瑟
を
和
し
、
契
り
は
芝
蘭
と
芳
し
。

9　

緑
蘿
と
青
松
と
蔭
を
接
し
、
瑤
瑟
と
玉
琴
と
音
を
和
す
。

9
は
「
松
蘿
」
の
用
例
で
も
あ
る
。

同
心　
『
周
易
』
繫
辞
伝
上
の
「
二
人
心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
そ
の

利す
る
どき
こ
と
金
を
絶
つ
」
の
よ
う
に
広
く
人
と
人
と
の
関
係
に
つ
い
て

い
う
語
で
あ
る
が
、
男
女
の
、
ま
た
夫
婦
の
情
愛
に
つ
い
て
も
い

う
。「
古
詩
十
九
首
（
そ
の
六
）」（『
文
選
』
巻
二
九
）
で
、
旅
に
あ

る
夫
が
家
を
守
る
妻
を
思
い
遣
っ
て
歌
う
「
同
心
に
し
て
離
去
し
、

憂
へ
傷
み
て
以
て
老
い
を
終
へ
ん
と
す
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

3
、
5
、
13
に
見
え
る
。

3　

春
風
秋
月
、
契
る
所
は
一
生
の
同
心
な
り
。

13　

��

同
心
を
紅
顔
の
日
に
改
め
ず
、
将
に
偕
老
を
白
首
の
秋
に
期

せ
ん
と
す
。

芳
談　

む
つ
ま
じ
い
語
ら
い
。
こ
の
語
は
中
国
で
は
古
い
時
代
の
文

献
に
見
出
せ
な
い
。
明
代
に
至
っ
て
、
わ
ず
か
な
用
例
が
あ
る
。
そ

の
た
め
か
、『
角
川
大
字
源
』
は
国
語
（
和
製
漢
語
）
と
す
る
。
平

安
朝
詩
に
六
例
が
あ
る
が
、
最
も
早
い
例
も
安
和
二
年
（
九
六
九
）

の
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
の
用
例
で
、
こ
こ
に
挙
げ
る
例
よ
り
遅

れ
る
。
そ
れ
ら
の
意
味
は
「
り
っ
ぱ
な
話
。
ま
た
、
他
人
の
談
話
を

敬
っ
て
い
う
こ
と
ば
」（『
角
川
大
字
源
』）
で
、
男
女
間
の
会
話
で

は
な
い
。
し
か
し
、
時
代
は
下
る
が
、
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
の

惟こ
れ

宗む
ね
の

孝た
か

言と
き

の
「
納
二
和
歌
集
等
於
平
等
院
一
記
」（『
朝
野
群
載
』
巻

三
）
に
「
男
女
芳
談
の
間
、
芝
蘭
契
り
を
結
ぶ
処
、
初
め
は
配
偶
の

志
を
遂
げ
ん
が
た
め
、
屢し

ば

し
ば
慇
懃
の
懐お
も

ひ
を
述
ぶ
」
と
い
う
行
文

の
あ
る
こ
と
は
「
芳
談
」
に
は
男
女
の
語
ら
い
の
意
を
担
う
語
と
し

て
の
系
譜
が
あ
り
、
そ
の
早
い
用
例
が
こ
れ
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
3
、
9
に
見
え
る
。

3　

遺
体
は
五
六
人
に
及
び
、
芳
談
は
四
十
歳
に
余
る
。

9　

多
歳
の
芳
談
、
曽か

つ

て
未
だ
心
に
忘
れ
ず
。

免
乳
・
免
身　

特
殊
な
語
で
、
出
産
す
る
こ
と
。「
免ぶ

ん

」
は
娩
に
同

じ
。
5
、
ウ
に
見
え
る
、

5　

去
月
八
日
、
免
乳
の
間
、
艶
骨
長
逝
し
、
幽
蹤
帰
ら
ず
。
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ウ　

免
身
の
後
数
日
、
蕙
態
永
く
凋し
ぼ

む
。

共
に
出
産
の
折
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。

以
上
は
夫
婦
の
間
の
関
係
、
ま
た
亡
室
自
身
の
こ
と
に
関
す
る
語

句
で
あ
る
が
、
後
に
残
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
の
叙
述
も
あ
る
、
そ
こ

で
用
い
ら
れ
る
語
句
で
あ
る
。

遺
体　

残
さ
れ
た
子
。『
礼
記
』
祭
義
の
「
身
な
る
者
は
父
母
の
遺

体
な
り
」
に
基
づ
く
語
で
、
父
母
が
残
し
て
く
れ
た
我
が
身
と
い
う

の
が
本
義
で
あ
る
が
、
転
じ
て
遺
児
を
い
う
。
3
、
5
、
ウ
に
見

え
、
3
は
「
芳
談
」
の
項
に
挙
げ
た
。

5　

��

同
心
の
好よ
し
みは
星
霜
二
十
有
三
な
り
、
遺
体
の
孤
は
男
女
一
十

余
二
な
り
。

ウ　

��

将
に
意
を
遺
体
に
慰
め
ん
と
す
る
に
、
偏
露
還か
え

つ
て
悲
歎
を

催
す
媒

な
か
だ
ちと
為
る
。

同
じ
く
遺
児
を
い
う
語
と
し
て
「
偏
孤
」
が
イ
、
オ
に
、「
偏
露
」

が
ウ（
前
項
）、
カ
に
見
え
る
。

オ　

��

偏
孤
の
四
女
、
皆
是
れ
幼
齢
な
り
。
懐
中
を
恋
ひ
て
争
ひ
啼な

き
、
膝
下
を
求
め
て
覚さ
と

ら
ず
。

カ　

膝
上
の
偏
露
、
ま
た
眼
前
の
悲
風
と
作な

る
。

カ
の
「
膝
上
の
偏
露
」
と
は
母
を
失
っ
た
我
が
子
を
膝
に
抱
く
様

で
あ
る
が
、
こ
の
「
膝
上
」
の
用
例
が
も
う
一
つ
あ
る
。
イ
に
、

心
中
に
偕
老
の
契
り
を
含
み
、
膝
上
に
未
識
の
児
を
携
ふ
。

と
あ
る
。

構
文
と
し
て
は
次
の
例
が
あ
る
。

妻
と
過
ご
し
た
歳
月
を
数
対
と
し
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

2　

松
蘿
契
り
て
後
、
蘋
蘩
の
勤
め
四
十
余
年
、

雲
雨
絶
ゆ
る
時
、
霧
露
の
痛
み
八
九
許
日
。

「
蘋ひ

ん

蘩ぱ
ん

」
の
「
蘋
」
は
水
草
の
一
種
、「
蘩
」
は
白
よ
も
ぎ
で
、
摘

ん
で
神
前
に
供
え
る
。
し
た
が
っ
て
「
蘋
蘩
の
勤
め
」
と
は
家
室
と

し
て
祖
先
の
霊
を
祀
る
こ
と
を
い
う
。

3　

遺
体
五
六
人
に
及
び
、
芳
談
四
十
歳
に
余
る
。

4　

昔
時
眉
に
斉ひ

と

し
く
す
る
志
、
星
霜
二
十
余
に
漸い

た

り
、

近
日
影
を
恋
ふ
る
悲
し
み
、
旦
暮
已
に
四
十
九
な
り
。

4
の
「
斉
眉
」
は
妻
が
夫
を
敬
う
こ
と
。
後
漢
の
梁

り
ょ
う

鴻こ
う

の
妻
は

夫
に
食
事
を
進
め
る
時
に
は
膳
を
眉
の
高
さ
に
捧
げ
て
供
し
た（『
後

漢
書
』
逸
民
列
伝
、
梁
鴻
伝
）。

5　

��

同
心
の
好
は
星
霜
二
十
有
三
な
り
、
遺
体
の
孤
は
男
女
一
十

余
二
な
り
。

9　
��

契
り
来
た
り
て
已
に
三
十
余
年
、
別
れ
て
後
四
十
九
日
に
漸

る
。

13　��
経へ

廻め
ぐ

る
春
秋
は
十
有
五
歳
、
産
息
〔
育
〕せ

し
男
女
は
七
八
許
人
な
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り
。

オ　

松
蘿
の
縁
は
十
年
、
雲
雨
の
別
れ
は
一
旦
な
り
。

こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
例
が
あ
る
。
一
つ
の
類
型
と
な
っ
て
い
た

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
唯
一
の
亡
室
願
文
と
し
て

「
為
二
中
務
卿
親
王
家
室
一
四
十
九
日
願
文
」
が
あ
る
。
天
慶
八
年（
九

四
五
）の
作
で
、
上
述
の
諸
作
の
範
囲
に
あ
る
。
比
較
し
て
み
よ
う
。

先
に
「
百
年
偕
老
」
と
熟
語
化
し
た
措
辞
が
三
例
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、
本
作
に
も
見
え
る
。

一
旦
世
に
背
く
憂
へ
、
已
に
心
地
の
焔ほ

の
おを
残
し
、

百
年
偕
老
の
契
り
、
夢
路
の
花
に
異
な
ら
ず
。

も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
本
作
に
、

亡
室
藤
原
氏
、
柔
和
性
に
稟う

け
、
婉
順
心
に
在
り
、（
中
略
）

一
事
一
言
、
朝
に
暮
に
、
我
が
巾き

ん

櫛し
つ

を
主
つ
か
さ
どり
、
積
む
に
星
霜
を

以
て
す
。

と
あ
る
。「
一
事
一
言
」
は
ち
ょ
っ
と
し
た
事
や
言
葉
の
意
で
、
妻

が
細
や
か
な
心
遣
い
を
し
て
身
の
周
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と

を
い
う
が
、
こ
の
「
一
事
一
言
」
が
少
し
形
を
変
え
て
6
に
措
か
れ

て
い
る
。

藤
原
氏
、
契
り
成
り
て
後
、
三
十
年
に
漸
る
。（
中
略
）
未
だ

曽
て
一
言
も
旨
に
忤さ

か
らは
ず
一
事
も
情こ
こ
ろを
失
は
ざ
る
も
の
な
り
。

こ
れ
も
ま
た
言
葉
遣
い
に
行
動
に
細
心
の
配
慮
を
忘
れ
な
か
っ
た
妻

の
思
い
出
で
あ
る
。

発
想
と
し
て
は
、遺
児
へ
の
言
及
が
あ
る
。
先
に
「
膝
上
の

―
」

と
し
て
残
さ
れ
た
子
を
膝
に
抱
く
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
を
見
た

が
、
本
作
で
は
表
現
は
異
な
り
、「
燕
雀
巣
覆
る
、
遺
卵
を
撫な

で
て

肝
を
摧く

だ

く
」
と
い
う
。
遺
児
を
ひ
っ
く
り
返
っ
た
巣
の
中
の
卵
と
表

現
し
、
こ
れ
を
撫
で
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
『
本
朝
文
粋
』
で
は
単
独
で
あ
っ
た
文
章
も
、
亡
室

願
文
の
範
疇
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

『
言
泉
集
』
に
残
る
『
本
朝
文
粋
』
作
者
の
漢
文
資
料
を
拾
集
す

る
と
い
う
目
的
で
行
っ
た
作
業
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
は
願
文
に

絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
な
か
で
も
亡
室
願
文
の
あ
る
程
度
の
数
の

遺
文
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
意
味
の
あ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
以
前
に
前
述
の
「
中
務
卿
親
王
の
家
室
の
為
の
四

十
九
日
の
願
文
」
を
読
ん
だ
折
に
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が（（（
（

、
中
国
詩

史
に
は
亡
き
妻
を
悼
む
「
悼
亡
」
詩
の
系
譜
が
あ
る
が
、
我
が
国
の
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古
代
詩
は
か
か
る
伝
統
を
持
っ
て
い
な
い
。
亡
室
願
文
は
こ
れ
に
代

わ
る
漢
文
学
作
品
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
、
留

意
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
収
拾
し
た
作
品
を
対
象
と
し
て
、
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
が
、
作
品
群
と
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
亡
室
願
文

と
し
て
の
表
現
、
類
型
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
前

後
す
る
時
代
の
作
品
に
も
推
し
及
ぼ
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
安
最
初
期
の
作
と
し
て
空
海
の
作
が
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
、

前
期
の
作
が
菅
原
道
真
の
『
菅
家
文
草
』
に
、
後
期
の
作
が
大
江
匡

房
の
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
あ
り
、
ま
た
『
言
泉
集
』
に
も
他

の
作
者
の
作
が
残
る
。
こ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
て
通
時
的
に
見
て
み

る
必
要
も
あ
ろ
う
。

注（
1
）　

小
峯
和
明
・
山
崎
誠
「
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯
」（『（
国
文
学
研

究
資
料
館
）
調
査
研
究
報
告
』
第
一
二
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
2
）　

永
井
義
憲
「
安
居
院
唱
導
資
料
考
」（『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
、

角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
）。

（
3
）　

所
功
編
『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）

に
拠
る
。

（
4
）　

村
上
美
登
志
「
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
言
泉
集
』
と
そ
の
「
願

文
・
表
白
・
諷
誦
要
句
等
」
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
軍
記
物
語
の

窓
』
第
一
集
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
年
）
に
全
体
の
「
目
録
」

が
あ
る
。

（
5
）　

こ
の
願
文
は
全
文
が
残
っ
て
お
り
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之

七
、
天
慶
元
年
十
一
月
五
日
条
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
大

江
朝
綱
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
。

（
6
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
条
番
号
。

（
7
）　

拙
稿
「『
菅
家
文
草
』
散
文
篇
の
基
礎
的
考
察
」（『
本
朝
漢
詩
文

資
料
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
8
）　

拙
著
『
本
朝
文
粋
抄
』
五
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
第
六
章

「
空
也
上
人
の
為
の
大
般
若
経
を
書
写
供
養
す
る
願
文
」
参
照
。

（
9
）　

注
8
著
書
、
第
五
章「
亡
息
澄
明
の
為
の
四
十
九
日
の
願
文
」参
照
。

（
10
）　

第
一
・
二
節
で
与
え
た
数
字
及
び
記
号
で
示
す
。
以
下
同
。

（
11
）　

注
8
著
書
、
第
四
章
「
中
務
卿
親
王
の
家
室
の
為
の
四
十
九
日
の

願
文
」。




